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平
成

二
十
七
年
十

二
月

二
十
五
日
、

平
成
二
十
七
年
度

（第
四
十
四
回
）
学
校

給
食
献
立
調
理
発
表
会
を
県
学
校
給
食

会
主
催
、
県
教
育
委
員
会
、
県
学
校
栄
養

士
会

の
後
援
に
よ
り
、
県
学
校
給
食
会

に
お
い
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

学
校
給
食

の
献
立
調
理
に

つ
い
て
、

日
頃
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
、

学
校
給
食
関
係
者

の
資
質
向
上
、
日
本

型
食
生
活
、
地
場
産
物
の
活
用
と
普
及
、

推
進
を
目
指
し
、
学
校
給
食
に
お
け
る

食
育
の
推
進
を
図
り
、食
事
内
容
の
充
実
、

食
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
応
募
献
立
の
内
容
を

・
主
食
は
、
米
飯

・
パ
ン
い
ず
れ
も
可

・
課
題
部
門
は
、
県
産
食
品
を
活
用

す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と

。
自
由
部
門
は
、
創
作
料
理
と
し
、
ア

イ
デ
ィ
ア
を
工
夫
さ
れ
た
献
立
で

あ
る
こ
と

と
し
、
応
募
参
加
は
、
課
題
部
門
七
チ
ー

ム
、
自
由
部
門
七
テ
ー
ム
、
そ
れ
ぞ
れ
応

募
要
領
に
基
づ
き
学
校
給
食
実
施
基
準

献
立
に
よ
り
出
品

い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
に
つ
い
て
は
、

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

王ヽ
　
幹
　
　
　
金
丸
さ
と
み

佐
賀
県
教
育
庁
　
学
校
教
育
課

指
導
主
事
　
　
古
賀
　
路
子

佐
賀
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

母
親
委
員
長
　
石
橋
恵
美
子

佐
賀
県
学
校
栄
養
士
会

事
務
局
役
員
　
山
口
　
直
子

有
田
町
立
　
有
田
中
部
小
学
校

調
理
員
　
　
　
土寸
田
　
美
鳥

有
田
町
立
　
有
田
中
学
校

教
　
払副
　
　
　
岩
永
　
順
子

唐
津
市
立
　
相
知
小
学
校

主
任
学
校
栄
養
職
員
　
峰
　
美
奈
子

七
名

の
方
々
で
審
査
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

審
査
基
準
に
基
づ
き
、
内
容
に

つ
い

て
は

・
食
味

の
構
成
が
適
正
で
あ
る
こ
と

（食
味
の
バ
ラ
ン
ス
）

・
色
彩
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と

・
食

べ
や
す
さ
、
美
し
さ
な
ど
盛
り

付
け
時

の
考
慮
が
な
さ
れ
て

い
る

こ

と
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・
学
校
給
食
食
事
摂
取
基
準
に
従

い
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
十
分
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
県
産
食
品
を
取
り
入
れ
考
慮
し

て
い
る
こ
と

（課
題
）

。
普
及
性
に
富
み
、
工
夫
さ
れ
た
献

立
で
あ
る
こ
と

・
創
作
性
に
富
み
、
工
夫
さ
れ
た
献

立
で
あ
る
こ
と

（自
由
）

・
衛
生
上
の
留
意
点

・
献
立
作
成
に
あ
た
っ
て
の
考
察
、

食
に
関
す
る
指
導
の
視
点

等
に
基
づ
き
、
献
立
内
容
の
審
査
が

厳
し
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
を
代
表
し
、
金
丸
審
査
員
、

古
賀
審
査
員
、
石
橋
審
査
員
の
三
名

の
方
々
か
ら

「栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、
地

産
地
消
、
美
味
追
求
、
色
彩
感
、
そ
れ

ぞ
れ
の
食
数
に
対
応
も
学
校
給
食
は
、

食
育
の
教
材
と
し
て
の
基
本
理
念
が
、

守
ら
れ
て
い
る
」
等
の
個
々
に
つ
い

て
も
懇
切
丁
寧
な
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
評
後
に
審
査
結
果
発
表
、
表
彰

式
を

い
た
し
ま
し
た
。
入
賞
献
立
、

テ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
同
日
に
地
場
産
物
を
活
用

し
た
学
校
給
食
用
物
資
の
展
示
並
び

に
各
食
品
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
学
校
給

食
用
本
会
取
扱
物
資

の
展
示

・
試
食

会
も
実
施
し
、
好
評
で
し
た
。

最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
本
発
表

会

の
開
催
に
あ
た
り
、
応
募
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
出
場
チ
ー
ム
の
先

生
、
各
審
査
員
の
方
々
に
は
年
末

の

大
変
ご
多

用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
協
力

い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
発
表
会

の
開
催
に
あ
た

り
県
教
育
委
員
会
、
県
学
校
栄
養
士

会
に
は
ご
後
援

い
た
だ
き
、
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
、
滞
り
な
く
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

課題県蕉品渾用  ‐
.  1■ 最優秀賞

武雄市立 武雄中学校
ひ じきと大豆の混ぜご飯  ・牛乳  ・変わり卵焼き

揚げ野菜と茎若芽のあえもの  つんきいだご汁  いちこ

優秀賞 伊万里市学校給食センター
・里芋ごはん  牛乳
おろしばたの味噌汁

さばの人参マスタード焼き  ゆず香あえ
いちご

優秀賞 神埼市学校給食共同調理場
麦ごはん  牛子L  肉団子のそうめん蒸 し

高菜漬けのマヨネーズ和え  具だくさんみそ汁  ・焼きのリ

普及奨励賞‐唐津市立 鬼塚小学校
ごはん  牛子L ・唐津の魚のチリソース  野菜のナムル

湯葉とかぶのスープ

普及奨励賞 佐賀市立 春日小学校
麦ご飯  牛乳  お楽 しみ和風ハンバーク

・アーモン ド入り大根サラダ  にら玉汁

オリジナル賞 佐賀県立 有田工業高等学校
・麦わかめご飯  牛乳 ・ほうれん草のオムレツきのこソース  蒸し野菜
・れんこんチップサラダ (の リドレッシング) 野菜スープ ・りんご

ユ■すク軍 佐賀市立 春日北小学校
・れんこんとひじきの混ぜご飯  牛乳 ・手作リイカ焼売
・小松菜のゆずサラダ  さつまいものみそ汁 。みかん

早:lt憤轟讐鹿島市立学校給食センター
ごはん  。牛乳  ・かしまんがんもねぎみそかけ

れんこんのごま酢あえ  のりたま汁

1優秀賞: 小城市学校給食センター
ご飯 ・牛乳 ・自身魚の小城産ゆずあんかけ

。小城野菜の煮びたし ・カムカムみそ汁 ・果物 (天山みかん)

‐
優秀賞 大町町学校給食センター

ごはん  牛乳
・根菜のごま汁

おからコロッケ ・小松菜の磯香/fEえ

・みかん

普及奨励軍 佐賀市立 嘉瀬小学校
・米粉バン ・牛乳  変わリミー トローフ
・アスパラのカッテージチーズ和え  野菜スープ  ・果物 (いちご)

普及奨励賞 唐津市立 長松小学校 麦ごはん サラダ  みそ汁一ツ
チ牛

アイデイア賞 佐賀県立 ろう学校
牛めし 。牛乳  ・魚のみぞれ蒸 し  れんこんサラダ

アーモン ドいりこ  いものこ汁  キヤロツ トゼリー

ユニ■ク賞 鳥栖市学校給食センター
ごはん  牛乳  落とし揚げたこ焼き風 ・ゴーヤの和え物

かばちゃのみそ汁
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由
貝 作

ロ
ロロ 酔見

最 優 秀 賞
武雄市立 武雄中学校

優 秀 賞
伊万里市学校給食センター

優 秀 賞
神埼市学校給食共同調理場

普及奨励賞
唐津市立 鬼塚小学校

普及奨励賞
佐賀市立 春日小学校

オリジナル賞
佐賀県立 有田工業高等学校

ユニ早夕賞
佐賀1市立 春日北小学校

最 優 秀 賞
鹿島市立学校給食センター

優 秀 賞
小城市学校給食センター

優 秀 賞
大町町学校給食センター

普及奨励賞
佐賀市立 嘉瀬小学校

普及奨励賞
唐津市立 長松小学校

アイディア賞
佐賀県立 ろう学校

ユニーク賞
鳥栖市学校給食センター
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佐賀の豊かな自然の中で育つ原木しいたけ
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イノシン酸 (右 目盛 ) グアニル酸

(右目盛 )

2/Jレ タミン酸(左目盛)

(資料)栗原堅三 (1998)「味と香りの話諸 波新書

原
本
乾
じ
い
た
け

徊饂
断林しぃたけの

佐
賀

の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
熟
練
の
技
術
に

よ
り
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
原
木
し
い
た
け
は
、

味
、
香
り
、
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
と
て
も
美
味
し
い

と

い
わ
れ
ま
す
。
１
年
以
上

の
時
間
を
か
け
て
、

本
の
栄
養
分
だ
け
で
育

つ
の
で
、
農
薬
や
化
学
肥

料
は

一
切
使
用
し
な
い
安
全
　
安
心
な
食
品
で
す
。

さ
ら
に
、
原
木
し
い
た
け
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
低
下
作
用
や
血
圧
の
低
下
作
用
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
も
多

く
含
む
こ
と
か
ら
、
健
康
的
で
免
疫
力
を
高
め
、
栄

養
価
の
高

い
す
ぐ
れ
た
食
材
で
す
。

蛛膠
醐恥
・し、蹄御嗣

乾
し
い
た
け
は
、
「
ど
ん
こ
」
と

「
こ
う
し
ん
」
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

「ど
ん
こ
」
は
傘
が
七
分
開
き
に
な
ら
な
い
う
ち

に
採
取
し
た
も
の
で
、
傘
の
肉
は
厚
く
、
縁

（耳
）

は
強
く
巻
き
込
み
、
全
体
が
丸
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

「
こ
う
し
ん
」
は
、
傘
が
七
分
開
き
に
な

っ
て
か

ら
採
取
し
た
も
の
で
、
傘
の
肉
が
薄
く
、
耳
の
巻
き

込
み
が
浅
く
、
一局
平
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

■
乾
し
い
た
け
の
選
び
方

①
乾
燥
が
し

っ
か
り
し
て
い
る

②
傘

の
表
面
は
茶
褐
色
で
シ
ワ
は
少
な
く
艶
が

あ
る

③
傘
の
裏
は
明
る
い
淡
黄
色

佐
賀
県
農
林
水
産
部
林
業
課

ん
。
皆
さ
ん
は
日
本

３
大
出
汁
を
ご
存
じ
で
す

か
？１

　
昆
布

（グ
ル
タ
ミ
ン
酸
）

２
　
煮
干
し

（イ
ノ
シ
ン
酸
）

３
　
乾
し
し
い
た
け

（グ
ア
ニ
ル
酸
）

の
３
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
う
ま
み

成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

う
ま
み
成
分
ど
う
し
合
わ
さ
る
こ
と
で
単
体
で

使
う
よ
り
も
、
何
十
倍
も
う
ま
み
が
増
し
ま
す
。

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
（昆
布
）

イ
／
シ
ン
酸
（煮
干
し
）

グ
ア
ニ
ι
酸
（乾
し
い
た
＝
）

螂
噸
「
鋤
螂
輌
鰤
鰤
ｍ
ｏ牛

廃

豚

肉

生

シ

イ

タ

ケ

エ

ノ

キ

ダ

ケ

乾
し
い
た
け
の
う
ま
味
、
香
り
は
戻
し
方
に
よ

っ

て
大
き
な
差
が
出
ま
す
。

５
℃
ぐ
ら
い
の
冷
水
に
、
「
こ
う
し
ん
」
な
ら
３

～
５
時
間
、
「ど
ん
こ
」
な
ら
半
日
以
上
か
け
て
戻

す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
５
℃
く
ら
い
の
冷
水

公
用
蔵
庫
内
温
度
）
で
浸
る

く
ら
い
で
ゆ

っ
く
り
戻
す
の
が
、
最
も
美
味
し

さ
を
引
き
出
す
戻
し
方
で
す
。

※
ど
う
し
て
も
、
急
い
で
戻
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

し
い
た
け
を
ぬ
る
ま
湯
に
入
れ
、
ラ
ッ
プ
を
か

け
て
、
電
子
レ
ン
ジ
で
２
～
５
分
加
熱
し
て
く

だ
さ
い
。
（し
い
た
け
の
じ
く

（足
）
の
部
分
が

柔
ら
か
く
な

っ
て
い
た
ら
大
丈
夫
で
す
。
）

隋亦
しいたけ豆知識ヽ　蝙斬
麟抽脚離田詢

「
和
食
」
に
は
、
美
味
し
い
出
汁
が
か
か
せ
ま
せ

う
な
み
３
兄
弟

ヽ
０

Ｎ
ヽ
一

Ｏ
Ｏ
¨

天然食品申のうま味成分會有量(mg/1009)

どんこ

こうしん
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妥成28鳳度轟第■嵐期鳳血屈鳳ふ月で嵐撤 食品重点品:目猾 瞭_

彩り野菜のミー トボール

鶏肉とすり身の生地にたまねぎ、枝豆、と

うもろこし、人参を加えました。春から夏向
けの色あざやかなミートボールです。乳 卵
抜きのアレルゲン対応商品です。

1個当たり8g～ 10gで 1袋に100個～120

個入っています。

さばみぞれ煮  ,::絆 :言 :::[車多じ:::;
脂のりの良いノルウエー産さばの切身をレ

トルト処理し、骨まで食べられるようにしま
した。袋詰め前に切身のみレトルト処理をし、
レトルト臭を緩和しています。また食べやす
いよう、タレは甘めの味付けで、大根おろし
を配合し風味付けして仕上げています。

l kg あじゴマフライ 40g・ 50g
ニュージーランド産のアジを現地の加工場で一次

加工 (フ イレ 骨取り)し、福岡の工場でカット→衣

付けしています。切身を低温でカットし、解凍によ

るドリップを出さないように加工していますので、

中の切身がふっくらした食感です。パン粉にゴマを

混ぜて香ばしい風味が食欲をそそる商品です。

ミニ絹厚あげ

汁物に使いやすいミニサイズです。ふんわ

りとした食感はそのままに、使いやすい約 7
gのサイコロ型に仕上げた厚揚げ。献立等で

お肉の代用品としても手軽に使え、メニュー

のレパー トリーも広がります。 l kgに 140個

以上入つています。

さげゴマ味噌煮 ::ま:::::::車 多じ:::}
日本近海のさばをじっくり煮込み、たっぷ

りのゴマと当社独自の味噌タレを加えました。
高圧処理をしておりますので、骨まで柔らか

く食べていただけます。

l kg スイカゼリー 40g

台湾産のスイカ果汁を30%(75倍濃縮還
元果汁4%)配合したゼリーです。鉄分、食
物繊維を強化しました。

※フタ、カップ、スプーン :紙

平
成
二
十
八
年
度
第

一
学
期
分
学
校
給
食
用
冷
凍

食
品
重
点
品
目
に
つ
い
て
は
、
物
資
選
定
委
員
会
に

お
い
て
十
六
品

新
規
選
定
品
　
十
品

既
存
取
扱
品
　
工含
回
　
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

重
点
品
目
は
、
予
約
制
に
よ
り

一
括
共
同
購
入
す

る
こ
と
で
、
安
全
面
チ
ェ
ッ
ク
の
充
実
確
認
が
で
き

（細
菌
検
査
、残
留
農
薬
検
査
、放
射
能
検
査
等
実
施
）

ま
た
、
計
画
的
な
安
定
供
給
に
よ
り
経
済
効
果
を
図

り
、
完
全
な
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

（低
温
流
通
）
で

供
給
が
実
施
で
き
て
お
り
ま
す
。

選
定
に
際
し
て
は
、
新
規
物
資
は
九
州
八
県
持
ち

回
り
に
よ
る
予
備
審
査
会
で
、
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
資

料
の
提
出

（原
料
配
合
、
栄
養
成
分
、
食
品
添
加
物
、

包
装
資
材
、
製
造
工
程
、
遺
伝
子
組
み
換
え
証
明
書
、

残
留
農
薬
検
査
証
明
書
、
放
射
能
検
査
等
）
を
求
め
、

選
定
要
項
に
基
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
し
、
合
同
選
定
会
で

は
、
九
州
八
県
の
給
食
関
係
者

（栄
養
教
諭

・
学
校

栄
養
職
員
）
、
県
給
食
会
職
員
の
代
表
で
試
食
、
採
点

等
に
よ
り
、
九
州
八
県
が
共
通
し
て
選
定
す
る
共
通

選
定
品
、
及
び
各
県
持
ち
帰
り
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

本
県
物
資
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
共
通
選
定
品
、

新
規
品
目
と
持
ち
帰
り
、
既
存
品
の
対
象
品
目
を
、

試
食
採
点
後
、
平
成
二
十
八
年
度
第

一
学
期
分
の
重

点
品
目
と
し
て
選
定
し
て
お
り
ま
す
。

選
定
品
目
は
、
各
学
校
等
に
選
定
、
趣
旨
経
緯
、

選
定
品
目
の
内
容
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
含
む
原
材

料
対
象
品
特
定
七
品
目
そ
の
他
二
十
品
目

（加
工
助

剤
、
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
、
コ
ン
タ
ミ
由
来
含
む
）

詳
細
な
資
料
内
容
を
提
示
し
て
お
り
ま
す
。

供
給
時
に
は
、
さ
ら
に
自
主
検
査
を
実
施
し
、
安

全
確
認
の
充
実
を
図
り
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

供
給
対
象
校
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

①
細
菌
検
査

本
会
初
回
入
荷
品
に
つ
い
て
公
的
機
関
で
の
細
菌

検
査

（八
項
目
）
を
実
施

②
残
留
農
薬
検
査

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
共
通
選
定
品
新
規
品
目
に
つ
い
て
、

原
料
配
合
中
、
野
菜
類
二
〇
％
以
上
を
含
む
調
理
加

工
品
は

「農
薬
多
成
分
」
を
適
用
し
、
四
二
〇
項
目

の
検
査
、
そ
れ
以
外
は

「有
機
リ
ン
系
農
薬
」
四
十

五
項
目
に
ホ
レ
ー
ト
を
加
え
た
四
十
六
項
目
の
検
査

を
実
施

③
放
射
性
核
種
検
査

共
通
選
定
品
に
つ
い
て
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部

か
ら
出
て
い
る

「検
査
計
画
、
出
荷
制
限
等
の
品
日
、

区
域
の
設
定
、
解
除
の
考
え
方
」
の
対
象
自
治
体
十

七
都
県
の
原
料
を
使
用
し
た
加
工
品
及
び
当
該
都
県

に
所
在
す
る
工
場
で
製
造
さ
れ
た
加
工
品
等
、
「
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
用
い
た
ガ
ン
マ
線
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
に
よ
る
核
種
分
析
法
」
に
よ
り

食
品
中
の
放
射
性
ヨ
ウ
素

（
ヨ
ウ
素
１
３
１
）
及
び

放
射
性
セ
シ
ウ
ム

（セ
シ
ウ
ム
ー
３
４

・
セ
シ
ウ
ム

ー
３
７
）
の
検
査
を
実
施

ま
た
、
選
定
品
二
〇
品
に
併
せ
て
、
九
州
地
区
統

一
自
主
規
格
品
三
品
目

（ス
ク
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ
、

者
込

用
ス
ク
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ト

ボ
ー
ル
）
、
を
重
点
品
目
と
し
て
供
給
し
ま
す
。

第

一
学
期
冷
凍
食
品

（調
理
品
）
重
点
品
目

●
新
規
選
定
品
　
十
品

（九
州
共
通
選
定
品
　
七
品

・
持
ち
帰
り
品
　
一一一品
）

「九
州
共
通
選
定
品
」

・
さ
ば
ゴ
マ
味
噌
煮
　
５０

ｇ
．
６０

ｇ

・
あ
じ
ゴ
マ
フ
ラ
イ
　
４０

ｇ
．
５０

ｇ

。
彩
り
野
菜
の
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
ー
ｋｇ

。
ラ
ビ
オ
リ
　
ー
聴

・
ミ
ニ
絹
厚
揚
げ
　
ｌ
ｋｇ

・
ス
イ
カ
ゼ
リ
１
　
４０

ｇ

。
ム

ー

ス
　

５０

ｇ

「持
ち
帰
り
品
」

・
さ
ば
み
ぞ
れ
煮
　
５０

ｇ
．
７０

ｇ

・
野
菜

コ
ロ
ッ
ケ
　
４０

ｇ
．
６０

ｇ

・
青
う
め
ゼ
リ
１
　
４０

ｇ

●
既
存
品
　
ユ合
ｍ

・
厚
焼
卵
　
５００

ｇ

．
ギ
ョ
ー
ザ
２５
　
２５

ｇ

・
パ
リ
パ
リ
の
春
巻
　
３５

ｇ

・
自
身
魚

フ
ラ
イ

（ホ
キ
）

５０

ｇ
．
６０

ｇ

・
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ツ
　
６０

ｇ

・
ア
セ
ロ
ラ
ゼ
リ
１
　
６０

ｇ

●
九
州
地
区
統

一
自
主
規
格
品
　
一一一品

・
ス
ク
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ

（乳

・
卵
抜
き
）

。
煮
込
用
ス
ク
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ

（焼
目
付
）

（乳

・
卵
抜
き
）

・
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル

（乳

・
卵
抜
き
）


